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５
月
に
入
り
、
日
に
日
に
暖
か
さ
を
感

じ
る
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

農
作
業
も
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
体
調
管
理
や
農
作
業
事
故
等
に
は

十
分
に
留
意
さ
れ
、
本
年
も
良
い
出
来
秋

を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
農
協
創
立
90
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
新
た
に
７

名
の
新
入
職
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
大
型

連
休
明
け
に
は
新
事
務
所
へ
の
移
転
等
、

新
し
い
環
境
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ

暗
い
情
勢
の
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
場
面
で
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
方

法
が
生
ま
れ
て
い
た
り
、
新
し
い
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
た
り
と
、
臨
機
応
変
な

対
応
、
柔
軟
な
発
想
が
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
感
心
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
気
分
も
新
た
な
こ
の
時
期
は
、
今
年
は

〇
〇
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
あ
と
色
々
と

考
え
る
の
で
す
が
、
柔
軟
さ
を
大
切
に
、

新
し
い
こ
と
も
実
行
に
移
せ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
K
）

表
紙
の
写
真
は
士
幌
高
原
か
ら

臨
む
日
高
山
脈
で
す
。
遠
く
に

は
雪
が
残
る
山
並
み
、
そ
し
て

足
元
に
は
芽
吹
く
新
緑
。
彩
り

の
少
な
い
冬
を
長
く
過
ご
し
た

後
に
は
、
ひ
と
際
色
鮮
や
か
さ

を
感
じ
ら
れ
る
季
節
が
や
っ
て

来
ま
す
ね
。（
岩
崎
）

❷士幌町農業後継者結婚記念貯金贈呈式
❹ジャパン・レジリエンス・アワード特別顧問賞受賞
❻新事務所完成竣工式内覧会
❼運営協力委員長紹介
❽女性部版新役員紹介
❾青年部版新役員紹介
�青年部第１回役員会／青年部版記念誌発行
�ほのぼのホーム作成紙袋バック／営農点描
�退職職員挨拶
�アスポお知らせ／今月の運勢
�クロスワードパズル
�進めよう！国消国産／編集後記

No.595No.595
55月号月号JA 士幌町と組合員がつくる情報誌



農業後継者結婚記念貯金贈呈者名簿
後継者の氏名（旧姓） 営 農 者

北
きた

　村
むら

　啓
けい

　太
た

　　　　香
か

　奈
な 大　塚　　　亨

横
よこ

　山
やま

　健
けん

　太
た

　　　　美
み

　奈
な 横　山　和　敏

吉
よし

　田
だ

　航
こう

　大
た

　　　　沙
さ

　耶
や 吉　田　憲　明

服
はっ

　部
とり

　大
だい

　暉
き

　　　　茉
ま

　矢
や 服　部　悦　朗

牧
まき

　野
の

　浩
ひろ

　幸
ゆき

　　　　華
か

奈
な

子
こ 牧　野　圭　司

清
し

　水
みず

　　覚
さとる

　

　　　　かおり
清　水　宏　昭

宇
う

佐
さ

見
み

　龍
たつ

　也
や

　　　　真
ま

有
ゆ

加
か

宇佐見　豊　文

（敬称略）

　４月12日 ( 月 )、７組のご夫妻へ後継者結婚記念貯金贈呈が行われました。　４月12日 ( 月 )、７組のご夫妻へ後継者結婚記念貯金贈呈が行われました。
　昭和44年に始まった寿貯金の贈呈は、本年で53回目を迎えます。　昭和44年に始まった寿貯金の贈呈は、本年で53回目を迎えます。
　例年は、ご結婚された農業後継者ご夫婦を農協へお招きして贈呈式を行っておりますが、昨　例年は、ご結婚された農業後継者ご夫婦を農協へお招きして贈呈式を行っておりますが、昨
年と同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、式典及び会食を中止し、農協常勤役員三年と同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、式典及び会食を中止し、農協常勤役員三
名がご結婚された農業後継者のお宅へ伺い、寿貯金通帳と國井組合長直筆の「感謝」の文字が名がご結婚された農業後継者のお宅へ伺い、寿貯金通帳と國井組合長直筆の「感謝」の文字が
彫られたクリスタルの置物が手渡されました。彫られたクリスタルの置物が手渡されました。
　今回の実施により受贈したご夫婦は582組となりました。　今回の実施により受贈したご夫婦は582組となりました。

北村
ご夫妻

吉田
さん

牧野
ご夫妻

宇佐見
ご夫妻

横山
ご夫妻

服部
ご夫妻

清水
ご夫妻

第53回

士幌町農業後継者結婚記念貯金贈呈
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ジャパン・レジリエ ンス・アワード2021

準グランプリ（特別顧問賞：二階俊博国土強靭化提唱者賞）を受賞
　
去
る
、
３
月
18
日（
木
）東
京
都
赤
坂
シ
テ
ィ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

て
、「
第
７
回
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
1
」

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
賞
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
、
政
府
が
推
し
進
め
て
い
る「
国
土
強
靭
化
」へ
の
取
り
組
み
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
一
般
社
団
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進

協
議
会（
本
部
東
京
都
）が
主
催
し
、
強
く
て
し
な
や
か
な
国
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
産
業
づ
く
り
に
資
す
る
活
動
、
技
術
開

発
、
製
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
や
団
体
を
評
価
・
表
彰
し
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
士
幌
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
の
管
理
農
協

で
あ
る
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
の「
馬
鈴
薯
事
業
に
お
け
る
物
流
と

電
力
対
策
」が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ（
特
別
顧
問
賞 

二
階
俊
博
国
土
強

靭
化
提
唱
者
賞
）」を
受
賞
し
、
二
階
自
由
民
主
党
幹
事
長
本
人
よ
り

賞
状
と
楯
が
國
井
代
表
理
事
組
合
長
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
賞
の
後
、
國
井
代
表
理
事
組
合
長
よ
り「
今
後
と
も
如

何
な
る
場
面
に
お
い
て
も
生
産
を
止
め
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
る
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
栄
え
あ
る
賞
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
生
産
者
や
５
農
協
の
協
力
に
感
謝
す
る
」旨
の
ス
ピ
ー

チ
が
さ
れ
、
次
い
で
、
二
階
自
由
民
主
党
幹
事
長
よ
り「
士
幌
町
農

業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
は
全
国
の
農
協
だ
け
で
な
く
、
国
内
に
お

け
る
民
間
工
場
や
事
業
者
の
模
範
と
な
る
も
の
と
確
信
し
、
今
後
と

も
皆
で
知
恵
を
絞
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
欲
し
い
」と
の

挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
士
幌
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協

議
会（
士
幌
・
上
士
幌
・
音
更
・

木
野
・
鹿
追
）に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
幾
度
と
自
然
災
害

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
被
害

あ
る
ご
と
復
旧
に
多
く
の
労

力
と
費
用
を
費
や
し
て
き
た

経
緯
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ

る
異
常
気
象
多
発
傾
向
に
あ

る
状
況
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
物
流
問
題
や
環
境
負
荷
対
策
へ
の

取
り
組
み
の
必
要
性
、
更
に
馬
鈴
薯
生
産
者
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
等
、

如
何
に
あ
ら
ゆ
る
有
事
に
際
し
て
回
避
・
最
小
化
し
て
安
定
持
続
的

に
事
業
継
続
可
能
化
さ
せ
る
た
め
、
農
工
部
で
は
早
く
か
ら
※
１
国

際
認
証
Ｉ
Ｓ
Ｏ
2
2
0
0
0
や
※
２
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
持
続
計
画
）レ
ジ

リ
エ
ン
ス
認
証
を
取
得
し
、
更
に
、
こ
れ
ら
認
証
を
平
時
か
ら
持
続

的
有
効
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
独
自
に
内
部
統
制（
Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
）に
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
認

証
を
包
括
し
て
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
連
続
台
風
襲
来
に
よ
る
糠
平
ダ
ム
大
量
放
水
で
澱
粉
工

場
取
水
施
設（
音
更
川
内
）が
崩
壊
し
た
際
に
は
、
有
事
に
備
え
た
事

前
準
備
が
あ
っ
た
こ
と
で
最
短
時
間
で
の
仮
復
旧
、
更
に
、
今
後
同

様
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
既
存
の「
明
渠
型
」か
ら「
導

水
管
型
」に
構
造
変
更
し
て
リ
ス
ク
を
最
小
限
化
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
道
路
や
鉄
路
な
ど
輸
送
経
路
が
寸
断
に
伴
い
、
消
費
者
・
ユ

ー
ザ
ー
へ
生
食
・
加
工
馬
鈴
薯
の
供
給
を
続
け
る
た
め
に
、
た
だ
ち

に
フ
ェ
リ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
し
た
が
、
後
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
よ

る
新
た
な
ト
ラ
ッ
ク
代
行
輸
送
体
制
を
構
築
さ
せ
た
こ
と
で
、
確
保

し
た
フ
ェ
リ
ー
は
Ｊ
Ｒ

貨
物
と
日
本
通
運
に
引

き
渡
し
北
海
道
と
本
州

を
結
ぶ
輸
送
手
段
と
し

て
活
用
し
て
頂
き
、
最

近
で
は
、
輸
送
経
路
充

実
化
に
向
け
て
フ
ェ
リ

ー
輸
送
航
路
を
関
東
方

面
は
苫
小
牧
と
釧
路
航

路
、
関
西
方
面
は
小
樽

と
苫
小
牧
航
路
へ
複
数

化
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に

伴
う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

に
よ
り
必
要
電
力
の
70
％
以
上
を
喪
失
し
た
際
に
は
、
残
さ
れ
た
農

協
自
家
発
電
電
力
を
選
択
と
集
中
に
よ
り
食
用
馬
鈴
薯
の
集
荷
継
続
、

洗
浄
済
み
澱
粉
原
料
馬
鈴
薯
の
加
工
処
理
継
続
、
食
品
工
場
冷
凍
食

品
の
ロ
ス
発
生
回
避
、
及
び
、
北
海
道
電
力
発
電
復
旧
後
の
計
画
停

電
へ
の
対
応
準
備
を
行
い
ま
し
た
。（
平
成
31
年
４
月
経
済
産
業
大
臣

表
彰
）

　
直
近
で
は
令
和
２
年
１
月
中
国
中
部
・
湖
北
省
で
発
見
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
拡
大
に
伴
い
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
緊
急
委

員
会
で「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
に
あ
た
る
」

と
の
発
表
さ
れ
た
事
か
ら
、
た
だ
ち
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動
さ
せ
情
報
収

集
と
と
も
に
馬
鈴
薯
受
入
・
選
果
・
出
荷
・
工
場
操
業
等
の
業
務
に

必
要
な
諸
資
材
の
早
期
手
配
等
を
行
っ
て
き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
力
関
係
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
は
総
務
省
、
令
和
２

年
は
経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
て
、
平
時
・
有
事
に
関
わ
ら
ず
地

域
の
生
命
と
経
済
活
動
を
守
る
べ
く「
士
幌
町
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

構
想
」（
自
家
発
電
所
更
新
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
を
融
合
さ
せ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
化
、

地
域
電
力
の
地
産
地
消
化
、
北
電
系
統
電
力
潮
流
制
御
、
電
力
系
統

異
常
時
の
地
域
内
発
電
設
備
有
効
活
用
し
て
重
要
施
設
へ
の
電
力
供

給
継
続
等
）の
実
現
に
向
け
て
、
産
官
学（
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
、

士
幌
町
、
北
海
道
大
学
、
北
海
道
電
力
な
ど
）に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム（
共
同
事
業
体
）を
形
成
し
具
体
的
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て
き

て
い
る
点
な
ど
、
災
害
時
対
応
実
績
と
幅
広
い
防
災
減
災
に
向
け
た

取
り
組
み
を
高
く
評
価
さ
れ
授
賞
し
ま
し
た
。

　
リ
ス
ク
は
自
然
災
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
如
何
な
る
脅
威
に

晒
さ
れ
て
も
生
産
者
の
付
託
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
士
幌

馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
に
お
け
る
馬
鈴
薯
事
業
の
安
定
継
続
性
確

保
へ
一
層
努
力
を
続
け
、
今
後
と
も
組
合
員
・
生
産
者
に
安
心
し
て
、

且
つ
、
意
欲
を
持
っ
て
生
産
活
動
を
し
て
頂
け
る
よ
う
精
進
致
し
ま

す
。

※１：ISO とは、スイスのジュネーブに本部を置く非政府機関 International Organization for Standardization（国際標準化機構）
の略称です。ISO の主な活動は国際的に通用する規格を制定することであり、ISO が制定した規格を ISO 規格といいます。ISO 規格は、
国際的な取引をスムーズにするために、何らかの製品やサービスに関して「世界中で同じ品質、同じレベルのものを提供できるように
しましょう」という国際的な基準で、ISO 22000は食品安全の規格です。
※２：政府の内閣官房国土強靭化推進室で制定された、国土強靱化の趣旨に賛同し、事業継続に関する取組を積極的に行っている事
業者を「国土強靱化貢献団体」として認証する制度で、大企業はもとより、中小企業、学校、病院等各種の団体における事業継続（BC）
の積極的な取組を広めることにより、すそ野の広い、社会全体の強靭化を進めることを目的としています。 國井代表理事組合長スピーチ

授与された表彰状と楯 國井組合長と二階幹事長記念撮影
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4 3

二階俊博自由民主党幹事長挨拶



農
協
本
部
新
事
務
所
竣
工
式
・
内
覧
会

令
和
３
年
・
令
和
４
年
度

農
協
運
営
協
力
委
員
長
紹
介

　
農
協
本
部
新
事
務
所
の
完
成
に
伴
い
、

４
月
14
日（
水
）か
ら
17
日（
土
）の
４
日

間
、
事
務
所
内
部
の
内
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
14
日
の
午
前
９
時
か
ら
、
建
物
が
無

事
に
完
成
し
た
こ
と
を
関
係
者
に
披
露

し
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
て
建
物
の
末
永
い

繁
栄
を
祈
願
す
る「
竣
工
祭
」が
行
わ
れ
、

國
井
組
合
長
を
始
め
篠
原
会
長
並
び
に

農
協
役
員
と
、
事
務
所
の
設
計
を
担
当

さ
れ
た（
株
）サ
ン
設
計
社
長
吉
岡
氏
、

建
設
を
担
っ
た
北
斗
産
業（
株
）の
瓦
井

社
長
な
ど
事
務
所
建
設
に
関
わ
っ
た
関

係
者
が
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ

た
中
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
協
役
員
を
皮
切
り
に
地

区
、
女
性
部
、
青
年
部
な
ど
時
間
を
割

当
な
が
ら
内
覧
会
が
行
わ
れ
、
４
日
間

で
5
０
８
人
の
組
合
員
皆
様
に
新
事
務

所
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
内
覧
会
で
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

や
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
普
段
組
合
員
皆
様

が
利
用
さ
れ
る
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
職

員
休
憩
室
や
特
別
応
接
室
な
ど
事
務
所

移
転
後
に
は
な
か
な
か
入
る
こ
と
が
な

い
部
屋
な
ど
、
様
々
な
場
所
の
見
学
が

行
わ
れ
、
新
事
務
所
２
階
に
新
設
さ
れ

た
大
ホ
ー
ル
で
は
、
田
中
・
髙
橋
両
参

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
委
員
長
会　
会
長

�

　
服
部　
義
文（
士
幌
北
）

　

本
年
も
春
耕
期
を
迎
え
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
８
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
農
協
運
営
協
力
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
、
新
た
な
役
員
体
制
が
決
定
し
、
図
ら
ず
も
私
が
会
長
の
任
に
就
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
会
長
の
重
責
を
担
え
る
力
量
も
な
く
、
そ
の
器
で
は

な
い
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
区
委
員
長
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
精
一
杯
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
各
貿
易
協
定
が
発
効
さ
れ
て
農
畜
産
物
の
自

由
化
が
進
ん
で
き
て
い
た
中
、
昨
年
よ
り
猛
威
を
振
る
い
未
だ
に
収
束
に
向
か
う

気
配
を
見
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
を
受
け
て
か
つ
て
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
た
ち
が
そ
の
時
々
の
難
局
に
対
し
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
努
力
・
協
力
し
合
っ
て
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
、
今
年
90
周
年
を
迎
え

る
士
幌
町
農
協
を
、
組
合
員
・
女
性
部
・
青
年
部
・
農
協
役
職
員
の
皆
様
と
と
も

に
よ
り
強
固
な
も
の
に
築
き
上
げ
、
１００


周
年
や
そ
の
先
の
未
来
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
会
長
と
し
て
の
任
を
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
と
組
合
員
な
ら
び
に
ご
家
族
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
豊
穣
の
出
來
秋
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

ラウンジのシンボルツリー

事
よ
り
新
事
務
所
の
概
要
を
説
明
い
た

し
ま
し
た
。

　
新
事
務
所
で
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
中
央
部

に
大
き
な
柏
の
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
や
、
２
階
大
ホ
ー
ル
の

壁
に
は
農
協
の
山
林
で
50
年
以
上
育
っ

た
木
を
利
用
し
た
モ
ザ
イ
ク
ウ
ォ
ー
ル
、

正
面
玄
関
か
ら
皆
様
を
迎
え
る
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
旧
庭
園
か
ら
伐
採
し
た
木
が

利
用
さ
れ
る
な
ど
、「
J
A
の
森
」を
イ

メ
ー
ジ
し
て
多
く
の
木
材
を
使
用
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
新
事
務
所
に
て
組
合

員
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

内覧会の様子 旧農協会館大ホール緞帳のレプリカ

大ホールのモザイクウォール

士幌北地区協力委員長
委員長会会長
服部　義文

中士幌地区協力委員長
委員長会副会長
中波　俊一

下居辺地区協力委員長
委員長会副会長 (会計 )

大塚　亨

佐倉地区協力委員長
委員長会監事
梅本　晴紀

士幌南地区協力委員長
畑作専門委員
森本　章敬

上居辺地区協力委員長
畑作専門委員
井上　義宏

西上地区協力委員長
畜産専門委員
遠藤　哲也

新田地区協力委員長
畜産専門委員
高橋　竜

中音更地区協力委員長
生産履歴記帳推進委員
豆類生産履歴管理責任者

小林　直人
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篠原会長の乾杯

竣工祭で挨拶する國井組合長



令
和
３
年
度

本
部
役
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
３
年
度

女
性
部
理
事
・
支
部
長
紹
介

　

J
A
士
幌
町
女
性
部
は
、
第
69
回
通
常
総

会
の
書
面
議
決
に
お
き
ま
し
て
全
議
案
の
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
役
員
改
選
で
、

部
長
と
い
う
大
役
に
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
女
性
部
か
ら
頂
い
た
、「
S
D
G
s
と

協
同
組
合
」の
中
に
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
私
達
生
産
者
に
と
っ
て
は
生
業
に
直
結
す

る
目
標
で
あ
る
と
あ
り
ま
し
た
。
集
ま
れ
な
く

と
も
個
々
の
生
活
が
J
A
女
性
部
活
動
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
の
経
験
を
前
向

き
に
と
ら
え
、
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
中
役
員

一
同
協
力
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

委　員

長船　公美

委　員

篠原　明子

監　事

富田　　史

監　事

二川　淳子

会　計

中波　小夜子

書　記

伊賀　亜矢子

副部長

宇佐見　千恵美

副部長

森本　睦美

部　長

曽我　礼子

上居辺地区

森本　寿美枝

佐倉地区

小野　幸子

士幌北支部

國井　明日香

士幌南支部

鴨川　容子

中士幌支部

渡部　幸子

西上地区

東井　玲奈

新田地区

千葉　香織

中音更地区

鈴木　純子

下居辺地区

吉田　光代

【理事】

【支部長】

　
我
々
Ｊ
Ａ
士

幌
町
青
年
部
は
、

３
月
３
日（
水
）

に
第
61
回
通
常

総
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ

き
上
げ
て
来
ら
れ
た
伝
統
と
誇
り
を
胸
に
、

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
全
身
全
霊
で
取

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
農
産
物
の
消

費
低
迷
や
販
路
の
縮
小
、
さ
ら
に
は
国
際

貿
易
交
渉
に
お
け
る
今
後
の
不
透
明
さ
な

ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
我
々
農
業
者
は
日
本
の
食
料
生

産
を
担
う
重
要
な
立
場
で
あ
り
、
異
常
気

象
や
自
然
災
害
に
も
負
け
な
い
強
い
農
業

を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
し
っ

か
り
把
握
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
技
術

や
知
識
の
向
上
を
図
り
、
農
業
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
も
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

う
世
の
中
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
少
し

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
様
に
思
い
ま
す
。
今
後

も
感
染
対
策
の
徹
底
と
慎
重
な
判
断
を
し
な
が
ら
、

今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
活
動
を
考
え
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
、
各
関
係

機
関
、
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
青
年
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理　事

永長　理

書記長

國井　宏諭

副部長

森本　絢哉

副部長

渡邉　一真

部　長

酒井　敬明

理　事

遠藤　博喜

理　事

野村　正典

理　事

嘉藤　康斗

理　事

渡邊　覚士

理　事

遠藤　洸介

監　事

菊地　伸輔

監　事

岡田　達矢

理　事

瀬戸　康之

理　事

國枝　周平

理　事

香川　勇人

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
通
常
総

会
を
書
面
議
決
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
３
月
５

日（
金
）に
議
決
権
行
使
書
面
を
集
計
し
た
結
果
、

全
議
案
の
承
認
を
頂
き
、
大
変
僭
越
で
は
あ
り
ま

す
が
私
が
令
和
３
年
度
の
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
部
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
不
安
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
諸
先
輩
方
が
築

2021.52021.5 2021.52021.5
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４月に入ると暖かい日が続き、雪解けも一気に進んで
春作業が本格化しています。今後はますます忙しく
なっていくことと思いますが、農作業事故等には十分
に留意されて作業して頂くようお願い致します。 営農

点描
Sh ih

o ro  e
i nou

 t enb
yo

長
芋

種切
り

上
居
辺

地区　伊賀勝彦農場

種子馬鈴しょ
選
別

下
居
辺

地区　二川寿幸農場

種子馬鈴しょ引き渡し

しほろ ほのぼのホーム共同作業所　製作販売

使用済みでん粉紙袋リメイク
士幌クマ印バック第1号 進呈

　４月８日（木）、しほろほのぼのホーム共同作業所　利用者代表今木崇人さん、
支援員の岩﨑祥子さん、富松佳江さんが来所し、澱粉工場で廃棄されていた紙袋
を使って製作したホームオリジナル商品「士幌クマ印バック」の第１号品が感謝の
意を込めて、國井組合長に進呈されました。
　このバックを企画した支援員の岩﨑さんからは、「今回、國井組合長様をはじめ、
農協関係者みなさまのご理解・ご協力をいただき、このような士幌らしい絵柄の
バックを利用者さんと作ることが出来ました。ありがとうございます。」とお礼の
言葉があり、続いて利用者代表今木さんから「頑張って作りました。ありがとう
ございます」と組合長へ士幌クマ印バック第１号が進呈されました。
　組合長からは、「クマ印でん粉は、昭和30年に合理化澱粉工場になった際、初
代工場長を務められた熊沢氏の名からあやかったとされる伝統ある銘柄であり、
このような形でみなさまの手で生まれ変わり、お役に立てることが出来て嬉しく
思います」と述べられました。
　バックとなる紙袋は、今まで製袋ラインの切替などで廃棄されていたもので、
今後はほのぼのホームに無償で提供して利用頂くことにしました。

「士幌クマ印バック」は５月上旬ごろ道の駅ピア21しほろで販売される予定です。
※バックに関するお問い合わせはしほろほのぼのホーム（５-2688) までご連絡ください。

今木さんからクマ印バックを
受け取る國井組合長

左から岩﨑さん、今木さん、
國井組合長、富松さん

役員会の様子 酒井部長の挨拶

第
１
回
役
員
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部
60
周
年

記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
！

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部（
酒
井
敬
明
部
長
）で
は
、
３

月
26
日（
金
）農
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
今
年
度
第
１

回
目
の
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
酒
井
部
長
よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

１　
学
習
・
研
修
活
動

　
・
各
種
研
修
会
、
各
組
織
と
の
学
習
会
の
開
催
・

参
加

　
・
こ
ど
も
農
業
体
験
学
習
会
の
開
催

　
・
経
営
基
本
知
識
の
習
得

　
・
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
更
新

　
・
道
外
視
察
研
修
の
実
施

２　
生
産
活
動

　
・
良
質
農
畜
産
物
の
生
産
活
動

３　
地
域
貢
献
・
交
流
活
動

　
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　
・
農
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　
・
他
組
織
と
の
交
流
会
の
開
催

　
・
農
薬
空
容
器
の
回
収
協
力

４　
広
報
活
動

　
・
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ

　
・
青
年
部
活
動
の
Ｐ
Ｒ

５　
関
連
組
織
と
の
連
携
活
動

　
・
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
事
業
へ
の
参
加

　
・
十
勝
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
事
業
へ
の
参
加

　
・
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
各
種
事
業
へ
の
参
加

　
・
そ
の
他
関
連
組
織
と
の
連
携
活
動

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部
で
は
令
和
２
年
度
に
昭
和
36
年
の
結
成
以
来
60

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町
青
年
部
設
立
60
周
年

記
念
実
行
委
員
会（
早
坂
雅
充
実
行
委
員
長
）を
立
ち
上
げ
て
各
種
記
念

事
業
を
計
画
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

こ
の
60
年
の
足
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
青
年
部
の
歴
史
を
記
録

し
た
記
念
誌
の
発
刊
を
計
画
し
編
集
作
業
を
進
め
て
お
り
、
本
年
３
月

に
記
念
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
記
念
誌
に
は
歴
代
部
長
・
事
務
局
の
紹
介
や
関
係
機
関
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
、
青
年
部
の
沿
革
史
や
こ
こ
10
年
の
歴
代
部
長
・
事
務
局
か

ら
の
回
顧
、
記
念
事
業
の
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

表
題
の「
青
史
」と
い
う
字
は
篠
原
会
長
理
事
に
揮
毫
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記

念
誌
は
組
合
員
相

談
課
、
お
よ
び
各

事
業
所
に
置
い
て

お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
手
元
に
と

っ
て
ご
覧
頂
き
た

く
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

記念誌を持って記念撮影する実行委員役員
（左より小坂総務部会長、岡田副実行委員長、早坂実行
委員長、松山副実行委員長、中井記念誌部会長、田中事
業部会長）
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退職職員挨拶退職職員挨拶退職職 員 挨 拶退職職 員 挨 拶
　
こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
と
い
う
区
切

り
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
職
当
初
は
、
農
薬
の
名
前
や
使
用
法
を
覚
え
る
の
が

精
一
杯
だ
っ
た
私
も
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
38
年
無
事
勤
め

上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
、
組
合

員
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
員
、
並
び
に
職
員
の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
色
々
な
課
を
回
り
ま
し
た
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

下
居
辺
事
業
所
の
３
年
間
で
し
た
。
下
居
辺
事
業
所
長
と

し
て
40
歳
で
赴
任
し
ま
し
た
が
、
バ
イ
テ
ク
研
究
所
の
勤

務
が
長
く
、
何
も
わ
か
ら
な
い
私
を
、
暖
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
の
は
、
下
居
辺
地
区
の
皆
様
で
し
た
。
そ
こ
で
、

地
区
運
営
委
員
会
の
役
員
の
皆
様
か
ら
、
農
協
の
組
織
、

農
協
と
運
営
委
員
会
の
関
係
、
会
議
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
、

３
年
間
確
り
と
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
今
現
在
も
、
こ
れ

ら
の
事
が
仕
事
を
す
る
上
で
の
行
動
規
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
組
合
長
さ
ん
に
ご
配
慮
を
頂
き
、
再
雇
用
し

て
頂
く
事
と
な
り
、
引
き
続
き
購
買
部
に
て
勤
務
い
た
し

ま
す
。
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

購
買
部　
部
長

�

髙
橋
　
　
章

　
こ
の
度
、
令
和
３
年
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
士
幌
町
農
協
で
、
定
年
退
職
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
４
月
に
奉
職
し
て
以
来
、
経
理
課（
役
場
出
納
）、

融
資
課
、
生
産
資
材
課
、
経
理
課
、
融
資
課
、
貯
金
課
と

42
年
の
長
き
に
亘
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
様
々
な
業
務

を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
組
合
員

の
皆
様
を
始
め
、
上
司
、
諸
先
輩
方
、
同
僚
の
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
配
慮
を
頂
き
ま
し
て
、
も

う
少
し
の
間
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
士
幌
農
業
と
士
幌
農
協
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
組
合
員
を
は
じ
め
役
職
員
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
職
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
長
い
間
、大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

信
用
部　
貯
金
課

�

田
中
　
淳
子

　
こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
士
幌
町
農
協
を

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
に
入
組
し
て
以
来
、貯
金
課
・
経
済
課
・
総
務
課
・

上
居
辺
事
業
所
・
内
部
監
査
室
と
、
長
き
に
亘
り
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
組
合
員
並

び
に
ご
家
族
の
皆
様
を
は
じ
め
、
上
司
、
先
輩
、
同
僚
の
方
々

か
ら
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
様
々
な
場
所
、
機
会
で
多
く
の
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
は
何
も
の
に
も
代

え
難
い
私
の
心
の
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
農
協
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
も
う

少
し
の
間
お
世
話
に
な
る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
士
幌
の
農
業
と
士
幌
町
農
協
の
さ
ら
な
る
発

展
と
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
定
年
退
職
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

管
理
部　
総
務
課

�

山
田
　
恭
子

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
時
節
柄
お
忙
し
い
日
々
を
お
過

ご
し
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
を
致
し

ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
４
月
に
奉
職
し
て
以
来
、41
年
間
の
長
き
に
亘
り
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
定
年
を
迎
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
、
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
在
職
中
に
賜
り
ま
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
日
々

を
送
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、士
幌
町
の
農
業
と
士
幌
町
農
協
の
益
々

の
発
展
と
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
定
年
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
当
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畜
産
部　
畜
産
課

�

三
島
　
ま
ゆ
み
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4月号の正解/レンゲソウ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

長瀬しげ子
岡本　靜子
触沢きよ子
中津井千咲
篠原　帆高

藤内　陽和
纐纈　利美
小倉セイ子
島田　　誠
林　　萌果

4月号掲載問題の応募者は59名で59名が正解でした。
厳正なる抽選の結果、次の方が当選しました。当
選者には、組合員相談課にてプレゼントをお渡し
致します。

おめでとうございます
今月の抽選者
坪坂　一宏さん

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

５月14日
（金）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

	１	亀が日なたで――干しをしている
	З	漢字で書くと雲雀。空高くさえずる野

鳥です。あげ――、――笛
	５	砕けて石や砂になります
	６	突然、風船が――した
	７	種、稲、穂に共通の部首
	９	５月の第２日曜日は――の日です
	11	和服の袖の下に垂れた部分
	13	物質の性質や星の動きなどを学びます
	15	胴が太いヘビのような形をしていると

いう、幻の生物
	17	二輪車のことです
	19	奈良や京都のように昔、都が置かれて

いた場所
	20	中国に次いで人口の多い国
	21	紳士服――は４階でございます

	１	５月の空を泳ぎます
	２	ポカポカ陽気の日には脱いで腕に掛け

る人も
	３	魚の胸や背、尾などのヒラヒラ
	４	『トッカータとフーガ』を作曲しました
	６	柱や立ち木の間につるして使う寝具
	８	トマトの実の食べない部分
	10	バラは「愛」や「美」、アヤメなら「朗報」

「希望」など
	12	――を買って家を建てた
	14	リュックやトランクもこれの一種
	16	ゴールまで――５km です
	18	つるべを下ろして水をくみます

3月21日～4月19日

牡羊座牡羊座

全体運 :おいしい物を食べたり花
の香りを楽しんだり。五感を刺激す
るレジャーにツキ。買い物は予算オ
ーバーに注意

健康運:無理をすると後からきそう。
休養も忘れずに

幸運の食べ物 :キクラゲ

全体運 :パワフル運。活動的に過
ごした方がハッピーでいられます。
買い物は事前準備が大事。リスト作
りから

健康運 :友人たちと楽しみながら
できる運動が◎

幸運の食べ物 :キャベツ

全体運 :結果を求められることが
多く大変そう。でも、努力は実を結
ぶ兆しです。手抜きをせずに丁寧に
進めれば大躍進

健康運：食べた分、体を動かして。
万歩計が励みに

幸運の食べ物 :グリーンピース

全体運 :心温まる知らせが込んで
きそう。ボランティア活動では人の
優しさに触れられほっこり。おけい
こ事にツキ

健康運 :頑張り過ぎないで。ペー
ス配分が重要です

幸運の食べ物 :さんしょう

全体運 :上昇運。取っ掛かりでつ
まずいても諦めないで。手抜きをし
ない姿勢が高く評価されます。誤解
も解けるはず

健康運 :軽いストレッチやダンス
がお勧めです

幸運の食べ物 :サヤエンドウ

全体運:大事な用事は早めに済ませ、
後半の予定は余裕を持たせて。頼ま
れ事はできるだけ引き受けた方が発
展的です

健康運 :景色を楽しみながらのウ
オーキングが◎

幸運の食べ物 :ビワ

全体運 :勢い余ってミスしてしま
う危険がチラリ。慣れたことでも丁
寧に進めて。困ったときは早めに
SOS を出すのが正解

健康運 :安全確認が大切。器具は
点検してから使って

幸運の食べ物 :新ジャガ

全体運:ハプニングはあなたの味方。
「エッ!」と思ったときほど冷静に動
いて。チャンスをつかめます。金運
も上昇中

健康運 :ちょっとハードな筋トレ
で体の動きが改善

幸運の食べ物 :ゼンマイ

全体運 :うっかり忘れて慌てるこ
とがあるかも。メモやカレンダーを
活用して乗り切って。連絡は早めに
取るといい方向へ

健康運 :持病があるならケアを。
健康診断も受けて◎

幸運の食べ物 :シイタケ

全体運 :周囲の期待に応えるのが
大変そう。けれど頑張りの結果は上々。
自信を持って進めましょう。衝動買
いは控えて

健康運 :リラクセーション系のマ
ッサージが吉

幸運の食べ物 :メロン

全体運 :着実に進めればうれしい
ご褒美が待っています。時には自分
のことより頼まれ事を優先してみる
のもありかも

健康運 :継続は力なり。長くやっ
ている成果が出そう

幸運の食べ物 :ソラマメ

全体運 :長く困っていたことが解
決に向かう一方で、新たな問題発生
も。気持ちの切り替えが大切。良い
面に目を向けて

健康運 :不調を解消するチャンス。
まずは血行促進から

幸運の食べ物 :ニンニク

今月のあなたの運勢2021

4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

５

ガソリンスタンド

休 業 日 5月は休まず営業

士幌給油所

営業時間 7:00〜20:00
●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 8:30〜18:30
●スタッフ

休 業 日 毎週日曜日

アスポ

ASPOポイント1ポイント=1円
お買物100円（税抜）毎に

ASPOポイント1ポイント=1円
お買物100円（税抜）毎に

割戻し！！割戻し！！
ポイントのポイントの毎

日
毎
日1010

創立90周年記念創立90周年記念創立90周年記念JA士幌町JA士幌町JA士幌町
購買
利用 
購買
利用 割戻し割戻し 令和3年3月1日～

　令和4年2月28日まで
令和3年3月1日～
　令和4年2月28日まで

Agriculture
Shihoro
People
Oasis

スクラッチスクラッチ

Aコープ士幌店

チャンス!チャンス!
chance!

chance!

当たり

12

コロナの終息が見えない状況下の中、
「昼までチャンス」（ピンクレシート）を
このまま延期することは、難しいと考え、
一旦取りやめにすることに致しました。
つきましては、お持ちのピンクレシート、はずれ券については、
令和3年4月26日～令和3年5月31日の間に
サービスカウンターにて抽選、交換したいと思います。
詳細につきましてはサービスカウンターまでお越し下さい。

日曜日午前中の「昼までチャンス」
（ピンクレシート）の取りやめについて

営業時間

9:30〜19:00
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